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【白ネギ栽培を体験】
作る大変さ，食の大切さを学びました
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総額91億5086万5千円に

一般会計補正予算
3億2074万3千円を追加

第３回 臨時会 ・ 第３回 定例会

　第３回臨時会が７月３１日から８月５日までの６日間の会期で開催されました。提案された議案
のうち，承認１件と水道事業会計補正予算に関する議案は原案のとおり可決しましたが，新型コロ
ナウイルス感染症緊急経済対策を含む一般会計補正予算に関する議案については修正可決しまし
た。
　また，第３回定例会が９月４日から１０月１３日までの４０日間の会期で開催されました。本定
例会では，町土地開発公社の経営状況，町健全化判断比率及び町水道事業会計資金不足比率の報告
のほか，農業委員会委員の任命に伴う同意，町土地開発公社の解散に関する件，町分担金徴収条例
の一部を改正する条例の制定や新型コロナウイルス感染症緊急経済対策を含む一般会計，特別会計
及び水道事業会計の補正予算等の議案が提案され，それぞれ可決しました。さらに，防災・減災，
国土強靱化のための3か年緊急対策事業等の事業期間延長を求める意見書案について，新型コロナ
ウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激な悪化に対し地方税財源の確保を求める意見書案につ
いての発委を原案のとおり，それぞれ可決しました。また，令和元年度の各会計の歳入歳出決算に
ついては，それぞれ認定しました。一般質問では，議員８名が１９項目について質問しました。
　なお，各議案の採決結果については，P３～４のとおりです。

2億152万円7019万円
　公共施設等の環境改善整備工事費や感染防止のための備
品等の購入費のほか，水道事業会計が行う水道料金の減免
に対する補助金，お茶生産者の支援を行うための農林水産
業経営持続化給付金，全町民及び医療，介護，障害施設等
での従事者に対
する商品券支給
の外，国の特別
定額給付金を受
給できなかった
新生児に係る子
育て応援給付金
等

国の GIGA スクール構想による学校情報通信
ネットワーク環境施設整備委託料

新型コロナウイルス感染症
緊急対策費義務教育費
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こんなことが決まりました
議　　　案 提案理由等 結果

第
３
回
臨
時
会

承認第　５号

専決処分の承認を求め
ることについて（令和２
年度湧水町一般会計補
正予算（専決第２号））

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ７百５８万
２千円を追加し，歳入歳出予算の総額を歳入歳出それ
ぞれ８８億３千７百７０万４千円とするもの

承認

議案第４７号
令和２年度湧水町一般
会計補正予算（第５号）

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ２億５千９
万８千円を追加し，歳入歳出予算の総額を歳入歳出そ
れぞれ９０億８千７百８０万２千円とするもの

修正
可決

議案第４８号
令和２年度湧水町水道
事業会計補正予算（第１
号）

新型コロナウイルス感染症拡大による住民生活支援
及び経済支援策として実施する水道料金減免に伴い，
収益的収入で営業収益における給水収益の減額と営
業外収益の一般会計補助金の増額

原案
可決

第　

３　

回　

定　

例　

会

報告第　２号
湧水町土地開発公社の
経営状況の報告につい
て

地方自治法第２４３条の３第２項の規定による湧水
町土地開発公社の経営状況について報告するもの

―

報告第　３号
令和元年度湧水町健全
化判断比率の報告につ
いて

地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第
１項の規定により，令和元年度湧水町健全化判断比率
の４指標を報告するもの

―

報告第　４号
令和元年度湧水町水道
事業会計資金不足比率
の報告について

地方公共団体の財政の健全化に関する法律第２２条
第１項の規定により，令和元年度湧水町水道事業会計
資金不足比率を報告するもの

―

認定
第１号〜５号

令和元年度湧水町一般
会計歳入歳出決算の認
定について　他４件

地方自治法第２３３条第３項及び地方公営企業法第
３０条第４項の規定により，令和元年度湧水町一般会
計，国民健康保険事業特別会計，介護保険事業特別会
計，後期高齢者医療事業特別会計及び水道事業会計の
歳入歳出決算の認定を，監査委員の意見を付けて議会
の認定に付するもの

認定

同意
第23号〜 25号

農業委員会委員の任命
について

農業委員会の委員の任期満了に伴い，湧水町川西　中
尾　隆氏，同川添　竹ノ内春則氏及び同中津川　高橋
慶生氏を，農業委員会等に関する法律第８条第１項の
規定により，議会の同意を求め任命しようとするもの

同意

議案第４９号
湧水町土地開発公社の
解散に関する件につい
て

湧水町土地開発公社を解散するにあたり，公有地の拡
大の推進に関する法律第２２条第１項の規定に基づ
き，議会の議決を求めるもの

可決

議案第５０号
湧水町分担金徴収条例
の一部を改正する条例
の制定について

自然災害の激甚化及び梅雨期の大雨の長期化に伴う
被災が近年多発していることから，受益者負担割合を
引き上げるとともに，随時，宅地等災害復旧事業を実
施し，早期の復興を促進したいため，所要の改正をし
ようとするもの

原案
可決

議案第５１号
令和２年度湧水町一般
会計補正予算（第６号）

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１億２千１
百４２万８千円を追加し，歳入歳出予算の総額を歳入
歳出それぞれ９１億３千５百１万５千円とするもの

原案
可決
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議　　　案 提案理由等 結果

第　

３　

回　

定　

例　

会

議案第５２号
令和２年度湧水町国民
健康保険事業特別会計
補正予算（第３号）

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１７万７千
円を追加し，歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ
１５億１千１百５５万７千円とするもの

原案
可決

議案第５３号
令和２年度湧水町介護
保険事業特別会計補正
予算（第３号）

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ２千３百９
４万７千円を追加し，歳入歳出予算の総額を歳入歳出
それぞれ１４億６千７百２６万３千円とするもの

原案
可決

議案第５４号
令和２年度湧水町水道
事業会計補正予算（第２
号）

防火施設負担金の増額及び老朽管布設替工事の追加
計上

原案
可決

発委第　３号

防災・減災，国土強靱化
のための3か年緊急対策
事業等の事業期間延長
を求める意見書（案）に
ついて

P19参照
原案
可決

発委第　４号

新型コロナウイルス感
染症の影響に伴う地方
財政の急激な悪化に対
し地方税財源の確保を
求める意見書（案）につ
いて

P19参照
原案
可決

議案第５５号
令和２年度湧水町一般
会計補正予算（第７号）

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１千５百８
５万円を追加し，歳入歳出予算の総額を歳入歳出それ
ぞれ９１億５千８６万５千円とするもの

原案
可決

新型コロナウイルス感染症対策プレミアム付き商品券事業補助金を含む一般会計補正
予算を修正可決

　第３回臨時会に，新型コロナウイルス感染症対策プレミアム付き商品券事業補助金の拡充を含む一般
会計補正予算（第５号）が提案されました。
　今回提案の新型コロナウイルス感染症緊急対策プレミアム付き商品券事業補助金は，先の第２回定例
会で一般会計補正予算（第３号）により承認された１万円にプラス２千円のプレミアムを付けた商品券
を町民１人あたり１セット，９千セット発行する町商工会に対する補助金を，プラス５千円のプレミア
ムを付けた商品券を町民１人当たり２セット，１万８千セットに拡充しようとするものであります。
　この提案に対し，議員から，一般会計補正予算（第５号）のうち，新型コロナウイルス感染症対策
プレミアム付き商品券事業補助金７４，２１５千円を減額する修正動議が提出されました。その内容は，
年金暮らしの高齢者等の経済弱者にとって，２万円の現金を用意しなければ，このプレミアム付き商品
券２セットを購入できないことから，計画通りの予算執行は容易でないものと予想される。商品券を一
律給付する方が多くの町民の期待するところであり，財源に余裕があれば，年金暮らしの高齢者をはじ
め，長引くコロナ不況の影響で苦しい家計のやりくりをしておられる多くの町民へ，この経済支援を優
先すべき，との考えに基づき提案するものです。
　この修正動議に対し，「新型コロナウイルス感染対策は国からの臨時交付金を充てた経済対策及び感
染拡大防止に大いに期待する。」，「コロナ過で疲弊している商工業者を救済すべきである。」など，原案
に賛成する議員からの意見が出されましたが，採決の結果，賛成多数で新型コロナウイルス感染症対策
プレミアム付き商品券事業補助金７４，２１５千円を減額する修正案が可決されました。
　なお，修正議決した部分を除く原案については，原案のとおり可決しました。

議決事項の主なもの
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決算審査特別委員会審査報告

令
和
元
年
度 

決
算
す
べ
て
の
会
計
を
認
定

　

令
和
２
年
第
3
回
定
例
会
に
お
い
て
、

令
和
元
年
度
歳
入
歳
出
に
係
る
決
算
の
認

定
に
付
す
る
議
案
が
上
程
さ
れ
、
決
算
審

査
特
別
委
員
会
を
設
置
。
そ
れ
ぞ
れ
の
会

計
の
予
算
執
行
状
況
と
施
策
の
成
果
に
つ

い
て
、
審
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

◎
審
査
期
間

　

令
和
２
年
9
月
17
日
～
10
月
2
日

◎
審
査
の
着
眼
点

　

施
策
の
内
容
・
成
果
を
中
心
に
費
用
対

効
果
、
改
善
を
要
す
る
点
に
主
眼
を
置

き
、
審
査
い
た
し
ま
し
た
。

◎
決
算
審
査
特
別
委
員
会
構
成
委
員

　

議
長
及
び
監
査
委
員
を
除
く
10
名

　

委
員
長　
　

橋
元　

義
嗣

　

副
委
員
長　

仮
屋　

良
二

単位：円

一般会計 特　別　会　計
国民健康保険 介護保険 後期高齢者

歳 入 総 額 7,165,842,422 1,427,761,211 1,448,504,770 147,669,516 

歳 出 総 額 6,798,045,593 1,390,766,226 1,430,249,185 147,396,543 

差 引 額 367,796,829 36,994,985 18,255,585 272,973 

翌 年 度 に 繰 り
越 す べ き 財 源 32,945,000 0 0 0 

実 質 収 支 額 334,851,829 36,994,985 18,255,585 272,973 

単位：円

水道事業

収益的
計

資本的
計

収　入 支　出 収　入 支　出

223,567,375 193,477,508 30,089,867 3,842,880 98,773,361 △ 94,930,481

※資本的収入額が資本的支出額に不足する額 94,930,481 円は，過年度分損益勘定留保資金で補てん

　令和元年度一般会計，各特別会計及び水道事業会計における決算については，以下の総括
意見を付して認定しました。

１．主要施策の成果説明書作成にあたっては，数値の対前年度比較行うなど具体的に分かり
やすい記述に努めること。また，今回から補助金団体の収支決算書等の資料を求めたが，
団体名や備考欄の内容を記載されていないものがあり記述が必要である。
２．財政の厳しい中，「スクラップアンドビルド」を重要視する意見が出され，補助金の見
直しを行い，成果が得られないものについては削減に努める必要がある。
３．現地調査では，指定管理者における環境管理が不十分な箇所もあり，来場者が不快な思
いにならぬよう当局で施設管理の指導をされたい。また，施設の樹木等においては建築物
に影響がないよう，適切な伐採等を行い，安心で安全な施設に努める必要がある。

〈総括意見〉
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災害対策一般

元職員横領事件対策事業

交通対策事業

賦課徴収事業

社会福祉協議会運営事業

事業費　257万円

事業費　24万円

事業費　2,143万円

事業費　1,530万円

事業費　2,447万円

内　容

内　容

内　容

内　容

内　容

質　疑

質　疑

質　疑

質　疑

質　疑

回　答

回　答

回　答

回　答

回　答

防災備蓄品の購入により，災害時の住民への支援物資の確保が図られた。

元会計職員の公金横領による弁償金を繰越金へ充当するもの

公共交通機関の利用促進により路線の確保・存続のため，各種協議会を通じて活動を
行う。また，町民の生活維持・観光客の利便性の確保のためふるさとバスを運行する。

国税徴収法や地方税法により滞納整理の早期着手に努め，滞納者の財産・実態調査を
行い差押えを行った。

社会福祉協議会に対する人件費及び消費税の補助。民間福祉団体の中核団体として社
会福祉活動が展開され，自主的運営を基本に充実した活動が行われた。

避難所１９施設で１８７名が避難されています。使用した
物については，コロナ対策として消毒液・エアーマット・
マット・LED のランタン・食事類を配備しました。間仕切
りについては，予算を認めていただきましたので，プライ
バシーの観点からも備品購入の発注を急ぎます。

毎年， 町長・副町長・総務課長・会計課長・会計課長補佐で４月と１２月に両親に面会を行っています。
本人は，多く返していきたいと思っているようでありますので， 何年経とうが返済して頂きます。

通園・通学に利用するスクールバスの要素・高齢者が利用する買い物等
の要素・観光客利用の要素の三つの要素があります。それぞれの要素を
カバーするために，交通形態を協議しているところです。また，費用対
効果などを検証し，年内に公共交通会議へ案を示しながら方向性を定め，
十分な期間を設けて住民への啓発，周知を図りたいと考えています。

滞納者への納税催告書の送付と財産調査を行い滞納処分等の見極めを行い，約束を守らない場合
は差押えを行っています。滞納者の徴収にあたっては，常に期限内に納付している方々の気持ち
に立って徴収を行うこととし，税の重要性を説明しながら関係課と連携を図り対応して参ります。

補助金は，６千１００万円程です。各種福祉事業に取り組まれていますが，民間でできるところ
は民間にと思っています。人件費に充たる部分を減らして支出を抑えたい。今後の検討課題です。

決算　主要事業

今回の台風１０号により，各避難所における備品等の使用は何があったか。また， 新
型コロナウイルス対策に間仕切りがされたか。

公金横領返済額，残り６千７百１１万１千円となっているが返済の対策は考えているのか。

ふるさとバス運行について。

各税の徴収率や収入済額が，滞納者の差押え等で増えているが，今後の対応は。

町からの運営補助等の総額は。また，今後の事業補助についての見解は。



議会だより　ゆうすい　No.647

令和元年度
総合交流施設管理一般

町道維持補修事業

補助金

水道事業

事業費　8,687万円

事業費　3,850万円

内　容

内　容

内　容

質　疑

質　疑

質　疑

質　疑

質　疑

回　答

回　答

要　請

回　答

回　答

回　答

総合交流施設の管理・運営を行う。各設備に故障や不具合が多く発生しているが，節電対策など
の経費節減に努めるとともに，機器類の修繕等により極力臨時休館しないように努めた。

道路建設作業班を中心に，迅速かつ効果的に道路や排水路等の補修を行い，地域住民
の日常生活の利便性や安全性の確保が図られた。

補助金については，総額4億6千53万5千円（126種目）で，うち3億6千4百73万2千円が町費
より支出された。

町外者料金の見直しも検討しましたが， 値上げにより来場者
が減ることが考えられること，休館日や一部休館，営業時
間短縮については，本町への交流人口，他の施設等への影
響も考えられるため踏み込めていない状況です。

道路維持補修や樹木の伐採，下払いなど広範囲にわたり，
除草が遅れている状況にありますので，作業班の班体制
を考えたい。
事故や作業中の安全管理に努め，ケガがないよう要請

財政健全化実施計画の中で補助金については，令和９年度までに２５％削減を計画し，
２年毎に５％減の方針を定め，取り組んでいる状況であります。

現在のところ基準はありません。だだ，一部の地域づくり関係とイベントについては
３年間程度と定め，取り組んだ経緯はあります。今後については，政策的な部分もあ
りますので，全体的な方針を定めることについては，検討していきたいと思います。

来年度より漏水調査費等の増額検討と老朽化している管路
や漏水の多い管路の計画的な布設替えを行うとともに，防
火用水等に使用する有効水量の正確なデーター把握によ
り，有収率の向上に努めて参りたいと思います。

総合交流施設の経営は毎年５千万円程度の赤字であることから，温泉施設等の町外者料金の見直
しや休館日を増やす等の対策により，維持経費を抑える方策が必要ではないか。

自治会では高齢化が進み，道路愛護作業等も苦労されている。今後は，作業班に高まる期
待度は増すと考える。作業班の増員を図る考えはないか。

補助金の全体的な見直しについて

補助金交付年数の基準はないのか。

漏水対策については，年次計画を行い有収率の向上を図る
よう予算措置すべきでは。
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湧
水
町
議
会
活
性
化
等
調
査
特
別
委
員
会
で
は
、

社
会
情
勢
の
変
化
や
町
民
の
意
見
等
に
鑑
み
、
重

点
調
査
・
検
討
項
目
の
１
つ
と
し
て
、
議
員
定
数

の
考
え
方
に
つ
い
て
議
員
定
数
対
策
小
委
員
会
及

び
本
特
別
委
員
会
で
議
論
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
し

た
。

　

ま
ず
、
議
員
定
数
を
考
え
る
う
え
で
議
論
の
進

め
方
と
し
て
は
、
平
成
27
年
３
月
に
制
定
さ
れ
た

町
議
会
基
本
条
例
第
16
条
第
２
項
に
定
め
ら
れ
た

「
議
員
定
数
の
改
正
に
当
た
っ
て
は
、
行
財
政
改

革
の
視
点
だ
け
で
な
く
、
町
政
の
現
状
と
課
題
、

議
会
の
果
た
す
べ
き
役
割
、
さ
ら
に
将
来
予
測
等

を
考
慮
す
る
と
と
も
に
、
町
民
の
意
見
な
ど
を
総

合
的
に
判
断
し
て
決
定
す
る
こ
と
と
す
る
。
」
と

い
う
条
項
を
念
頭
に
置
き
、
本
特
別
委
員
会
で
県

内
の
町
村
に
お
け
る
議
員
定
数
の
把
握
を
行
う
と

と
も
に
、
議
員
定
数
の
減
少
に
係
る
長
所
と
短
所

等
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。
ま
た
、
機
動
性
を

も
た
せ
、
よ
り
深
く
検
討
を
行
う
た
め
、
４
名
の

委
員
で
構
成
す
る
小
委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た
。

こ
の
会
で
検
討
し
た
事
項
に
つ
い
て
は
、
そ
の
進

捗
に
応
じ
、
特
別
委
員
会
で
報
告
・
協
議
し
、
意

見
集
約
を
行
う
こ
と
で
本
特
別
委
員
会
の
意
思
決

定
と
し
ま
し
た
。

　

経
緯
と
し
て
は
、
設
置
さ
れ
た
小
委
員
会
に
お

い
て
、
県
内
の
町
村
議
会
に
お
け
る
議
員
定
数
の

現
状
及
び
次
期
改
選
時
の
定
数
改
正
に
対
す
る
取

り
組
み
を
調
査
す
る
と
と
も
に
、
定
数
を
減
少
さ

せ
る
こ
と
に
よ
る
町
や
議
会
運
営
に
対
す
る
メ

リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
等
を
調
査
研
究
し
ま
し
た
。

な
お
、
議
員
全
員
に
対
し
、
①
町
政
の
現
状
と
課

題
②
議
会
の
果
た
す
べ
き
役
割
③
将
来
の
予
測
④

町
民
か
ら
聴
取
し
た
意
見
等
の
５
つ
の
項
目
に
つ

い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、
そ
れ
ら
を
整

理
・
集
約
し
な
が
ら
議
論
を
深
め
て
ま
い
り
ま
し

た
。

　

本
特
別
委
員
会
で
は
、
小
委
員
会
で
取
り
ま
と

め
ら
れ
た
資
料
に
基
づ
き
、
議
員
定
数
を
決
定
す

る
う
え
で
考
慮
す
べ
き
項
目
ご
と
の
議
論
を
行
い
、

本
町
や
議
会
に
お
け
る
現
状
や
課
題
を
把
握
す
る

と
と
も
に
今
後
、
議
会
と
し
て
ど
の
よ
う
な
活
動

を
行
い
、
本
町
の
活
性
化
の
た
め
に
寄
与
し
て
い

く
か
な
ど
共
通
認
識
を
持
つ
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

そ
の
後
、
総
括
的
な
意
見
の
と
り
ま
と
め
を
行
い
、

大
き
く
分
け
る
と
現
状
維
持
の
12
名
と
２
名
減
少

さ
せ
10
名
と
す
る
２
つ
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
状
維
持
と
す
る
意
見
に
つ
い
て
は
「
二
元
代

表
制
の
も
と
町
民
の
意
見
を
広
く
取
り
込
み
、
そ

れ
を
反
映
さ
せ
る
と
と
も
に
行
政
に
お
け
る
執
行

を
監
視
し
、
議
員
自
ら
政
策
提
案
を
し
て
い
く
た

め
に
は
、
現
状
の
議
員
数
が
必
要
で
あ
る
。
」

「
議
会
の
監
視
機
能
・
調
査
機
能
・
政
策
形
成
機

能
を
発
揮
す
る
た
め
に
は
、
２
つ
の
委
員
会
で
の

審
査
や
議
論
が
必
要
で
あ
る
。
」
「
議
員
定
数
削

減
に
よ
り
新
た
な
立
候
補
者
が
出
に
く
く
な
り
構

成
が
限
定
的
に
な
る
。
」
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ

ま
し
た
。

　

一
方
、
定
数
を
減
少
す
べ
き
と
い
う
意
見
に
つ

い
て
は
「
本
町
の
人
口
減
少
や
厳
し
い
財
政
状
況

を
考
慮
し
、
議
会
の
機
能
を
維
持
で
き
る
最
小
限

度
ま
で
削
減
し
、
議
員
一
人
一
人
が
資
質
向
上
を

図
っ
て
機
能
を
果
た
す
必
要
が
あ
る
。
」
「
議
員

は
、
社
会
情
勢
、
住
民
の
痛
み
等
を
考
慮
し
、
身

を
切
る
決
意
を
示
す
べ
き
で
あ
る
。
」
等
の
意
見

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
住
民
か
ら
議
員
の
活
動
が
見
え
な
い
と

の
批
判
が
あ
る
こ
と
に
対
し
て
は
「
議
員
個
々
の

資
質
向
上
に
努
め
る
と
と
も
に
活
動
が
見
え
る
よ

う
広
報
活
動
の
充
実
及
び
住
民
と
交
わ
る
機
会
の

創
出
に
努
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
」
等
の
意
見

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
経
緯
を
踏
ま
え
、
去
る
９
月
25
日

に
定
数
に
関
す
る
最
終
の
議
会
活
性
化
等
調
査
特

別
委
員
会
を
開
催
し
、
最
終
の
取
り
ま
と
め
を
行

い
ま
し
た
が
、
全
会
一
致
に
は
至
ら
ず
採
決
し
た

結
果
、
現
状
維
持
の
１
２
名
と
決
定
い
た
し
ま
し

た
。

　

湧
水
町
議
会
活
性
化
等
調
査
特
別
委
員
会
は
、

「
町
民
の
皆
様
に
議
会
・
議
員
の
活
動
状
況
を
分

か
り
や
す
く
お
伝
え
し
、
議
会
に
対
す
る
理
解
を

湧水町議会活性化等
調査特別委員会経過報告

議会活性化等調査特別委員会　委員長　小川　　忍
議員定数対策小委員会　　　委員長　仮屋　良二
開かれた議会対策小委員会　委員長　成政　　晃

議
員
定
数
決
定
に
関
す
る
経
過
報
告

議
会
中
継
シ
ス
テ
ム
整
備
に
関
す
る

検
討
結
果
の
報
告
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深
め
て
も
ら
う
た
め
の
具
体
策
を
検
討
す
る
。
」
こ
と
を
目

標
に
、
４
名
の
議
員
で
構
成
す
る
「
開
か
れ
た
議
会
対
策
小

委
員
会
」
を
設
置
し
、
小
委
員
会
で
検
討
し
た
課
題
等
は
、

随
時
特
別
委
員
会
に
報
告
し
、
議
論
を
重
ね
意
見
の
集
約
を

行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
「
町
民
か
ら

議
会
の
活
動
が
見
え
な
い
」
な
ど
の
意
見
が
多
く
聞
か
れ
、

こ
の
よ
う
な
問
題
解
決
に
対
応
す
る
に
至
っ
た
経
緯
で
あ
り

ま
す
。

　

本
町
議
会
の
町
民
に
対
す
る
広
報
活
動
と
し
て
は
、
年
４

回
発
行
す
る
広
報
誌
「
ゆ
う
す
い
議
会
だ
よ
り
」
と
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
及
び
本
会
議
傍
聴
に
関
す
る
旬
報
や
防

災
行
政
無
線
等
に
よ
る
案
内
、
更
に
は
各
種
団
体
と
語
る
会

等
を
加
え
な
が
ら
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、

町
民
に
と
っ
て
関
心
の
高
い
町
長
の
施
政
方
針
の
説
明
や
一

般
質
問
等
本
会
議
の
状
況
を
視
聴
す
る
方
法
が
、
吉
松
庁
舎

３
階
議
場
で
の
傍
聴
か
、
１
階
テ
レ
ビ
モ
ニ
タ
ー
で
の
視
聴

が
出
来
ま
す
が
、
ご
く
限
ら
れ
た
小
人
数
で
あ
り
、
広
く
町

民
に
浸
透
し
て
な
い
現
状
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
小
委
員
会
で
は
、
本
町
に
お
い
て

も
隣
接
市
町
同
様
に
議
会
中
継
シ
ス
テ
ム
を
早
期
に
整
備
す

る
必
要
性
を
強
く
認
識
し
、
そ
の
シ
ス
テ
ム
の
機
能
を
ど
の

レ
ベ
ル
ま
で
求
め
て
い
く
の
か
に
つ
い
て
検
討
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、

１　

町
長
の
施
政
方
針
の
説
明
や
一
般
質
問
等
の
本
会
議
の

状
況
を
吉
松
庁
舎
だ
け
で
な
く
栗
野
庁
舎
で
も
視
聴
で
き

る
こ
と

２　

本
会
議
場
の
状
況
を
町
民
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を
通

じ
パ
ソ
コ
ン
等
で
自
由
に
視
聴
で
き
る
こ
と

の
２
点
を
基
本
と
し
、
こ
の
検
討
作
業
に
先
立
ち
鹿
児
島
県

議
会
の
中
継
状
況
を
視
聴
す
る
と
と
も
に
、
先
進
地
研
修
と

し
て
さ
つ
ま
町
議
会
を
訪
問
し
て
議
会
中
継
シ
ス
テ
ム
の
導

入
経
費
や
議
場
に
お
け
る
運
用
状
況
等
に
つ
い
て
調
査
し
ま

し
た
。

　

以
上
の
調
査
等
を
踏
ま
え
、
我
が
湧
水
町
議
会
が
求
め
る

議
会
中
継
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
機
能
の
基
本
仕
様
を
設
備
面

と
配
信
方
法
に
区
分
し
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
４
つ
の
タ
イ
プ
に

分
類
し
検
討
し
ま
し
た
。

設
備
面
で
は
、

Ａ
：
発
言
者
の
マ
イ
ク
Ｏ
Ｎ
の
操
作
で
カ
メ
ラ
が
発
言
者
に

指
向
、
ズ
ー
ム
ア
ッ
プ
が
可
能
で
発
言
者
名
等
の
テ
ロ
ッ

プ
が
入
れ
ら
れ
る
タ
イ
プ

Ｂ
：
議
員
席
全
体
を
固
定
カ
メ
ラ
で
撮
影
、
発
言
者
名
等
の

テ
ロ
ッ
プ
は
な
い
タ
イ
プ

Ｃ
：
Ｂ
タ
イ
プ
の
固
定
カ
メ
ラ
を
ホ
ー
ム
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
に

す
る
タ
イ
プ

Ｄ
：
映
像
は
な
く
音
声
の
み
を
放
送
す
る
タ
イ
プ

配
信
方
法
で
は
、

①
専
門
業
者
に
委
託
し
、
ラ
イ
ブ
映
像
を
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
等

動
画
配
信
サ
イ
ト
へ
配
信
す
る
タ
イ
プ

②
自
力
で
ラ
イ
ブ
映
像
を
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
等
動
画
配
信
サ
イ

ト
へ
配
信
す
る
タ
イ
プ

③
自
力
で
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
経
由
の
録
画
映
像
を
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
等
動
画
配
信
サ
イ
ト
へ
配
信
す
る
タ
イ
プ

④
自
力
で
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
経
由
の
録
音
の
み
を
配
信
す
る

タ
イ
プ

の
各
４
タ
イ
プ
に
つ
い
て
、
導
入
経
費
・
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス

ト
等
を
見
積
も
り
な
が
ら
検
討
し
ま
し
た
。

　

小
委
員
会
で
は
経
費
を
抑
え
つ
つ
十
分
な
広
報
効
果
が
期

待
で
き
る
シ
ス
テ
ム
に
す
る
た
め
、
現
行
シ
ス
テ
ム
を
基
盤

に
、
新
た
な
映
像
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
庁
舎
内
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を
通
じ
た
ラ
イ
ブ
配
信
が
可

能
な
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
目
指
す
の
が
適
当
と
の
結
論
に
達

し
、
こ
の
報
告
を
受
け
実
施
し
た
特
別
委
員
会
の
議
論
に
お

い
て
は
、
「
議
会
中
継
シ
ス
テ
ム
の
導
入
は
他
市
町
に
大
き

く
遅
れ
て
お
り
、
経
費
的
に
安
く
か
つ
早
期
に
整
備
出
来
る

方
法
が
望
ま
し
い
。
」
ま
た
、
「
導
入
経
費
だ
け
で
な
く
長

期
的
な
観
点
か
ら
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
を
低
く
抑
え
る
必
要

が
あ
る
。
」
と
の
意
見
と
と
も
に
、
「
ラ
イ
ブ
配
信
を
行
う

の
で
あ
れ
ば
、
発
言
す
る
時
の
態
度
や
言
葉
遣
い
な
ど
に
こ

れ
ま
で
以
上
に
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
と
の
意

見
も
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
経
過
を
踏
ま
え
、
去
る
９
月
25
日
特
別
委
員

会
に
お
い
て
、
議
会
中
継
シ
ス
テ
ム
整
備
に
関
す
る
基
本
的

な
方
向
性
に
つ
い
て
「
設
備
に
つ
い
て
は
Ａ
タ
イ
プ
を
、
配

信
方
法
に
つ
い
て
は
②
の
タ
イ
プ
を
基
本
仕
様
と
す
る
。
」

こ
と
を
全
会
一
致
で
決
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
決
定
を
踏
ま
え
、
関
係
課
等
と
の
必
要
な
協
議
を
経

て
、
こ
の
議
会
中
継
シ
ス
テ
ム
整
備
の
た
め
の
予
算
措
置
等

の
手
続
き
が
円
滑
に
進
め
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。



町政を問う 8人が質問
◆一 般 質 問 目 次 ◆

ここが知りたい !!
 　ここが聞きたい !!

中村  和博議員

・アーモンド栽培による農業
振興について 

・入札制度の課題と改善の方
向性について 

・教育行政に関する事務報告
会について

P11
境田  公明議員

・新型コロナウイルス感染症
対策について

P15

小川  忍議員
・古川と川内川の合流部への

排水機場の設置について 
・竹下排水機場の容量拡大に

ついて
・県道１０２号線県境付近早

期改良について 
・地場産業育成について

P12仮屋  良二議員

・三菱地所が設立した新会
社メックインダストリー
の雇用策について

・霧島くりの工業団地につ
いて

・子育て支援の効果について

P16

吉永  義和議員

成政  晃議員植林  伸洋議員

橋元  義嗣議員

・森林環境税及び森林環境
譲与税の創設に係る本町
の対応について

・ドローンの活用について
・カーブミラーの設置につ

いて
・農業の維持存続について

・三菱地所が設立した新会
社メックインダストリー
について

・町政施策について
・国体について

・阿波井堰改修後の影響に
ついて

P13

P14P18

P17

一 般 質 問
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ア
ー
モ
ン
ド
植

栽
の
普
及
状
況
と

課
題
に
つ
い
て
伺
う
。

４
町
歩
に
約
千

五
百
本
植
栽
し
て

い
る
。
荒
廃
し
た
遊
休
農
地
が

多
く
重
機
に
よ
る
再
整
備
等
が

必
要
な
こ
と
が
課
題
で
補
助
金

等
を
利
用
し
て
農
地
の
再
生
作

業
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、

詳
細
面
積
が
拡
大
す
る
と
考
え

ら
れ
る
。

３
年
間
で
植
栽

し
た
面
積
は
、
当

初
目
標
40
町
歩
の
一
割
と
低
調

で
達
成
年
度
・
収
益
見
通
し
と

も
不
明
で
あ
る
。
普
及
の
大
前

提
で
あ
る
ア
ー
モ
ン
ド
農
業
の

実
態
と
収
益
に
関
す
る
農
家
の

理
解
は
十
分
に
得
ら
れ
て
い
る

の
か
。

希
望
者
に
対
す

る
植
栽
現
場
で
の

講
習
等
を
実
施
し
て
い
る
が
更

に
拡
充
す
る
。
農
地
の
準
備
か

ら
出
荷
ま
で
の
所
要
経
費
等
を

考
慮
し
た
収
益
見
通
し
を
含
め

た
全
体
の
計
画
を
準
備
し
て
農

家
の
理
解
を
得
て
い
き
た
い
。

遊
休
農
地
の
土

壌
検
査
と
結
果
の

公
表
・
ア
ー
モ
ン
ド
農
業
に
関

す
る
情
報
提
供
と
植
栽
希
望
者

の
獲
得
・
植
栽
か
ら
収
穫
ま
で

の
技
術
指
導
・
加
工
場
と
販
路

の
提
供
と
い
う
段
階
的
な
町
の

支
援
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
40

町
歩
植
栽
の
目
標
達
成
ま
で
苗

木
代
の
全
額
補
助
も
必
要
で
は

な
い
か
。

段
階
的
な
進
め

方
は
そ
の
通
り
で

あ
り
プ
ロ
セ
ス
を
文
書
化
し
て

み
る
。
苗
木
代
の
全
額
補
助
に

つ
い
て
も
検
討
し
て
み
た
い
。

数
年
後
に
収
穫

期
を
迎
え
る
ア
ー

モ
ン
ド
の
加
工
施
設
の
準
備
計

画
は
。

南
さ
つ
ま
市
の

会
社
経
営
者
が
町

内
で
の
工
場
設
立
を
希
望
し
て

お
り
協
議
中
で
あ
る
。

協
議
中
の
加
工

施
設
で
の
加
工
の

範
囲
は
ど
こ
ま
で
を
考
え
て
い

る
の
か
。

６
次
産
業
化
ま

で
考
え
て
お
り
、
多

種
の
製
品
製
造
と
カ
フ
ェ
で
の

直
売
も
実
施
し
た
い
。

最
近
４
年
間
の

公
共
事
業
（
建
設

業
）
の
契
約
額
と
町
内
業
者
の

受
注
率
に
つ
い
て
伺
う
。

全
体
の
契
約
額

は
31
億
円
余
で
町

内
業
者
の
受
注
額
の
割
合
は
約

86
％
で
あ
り
、
更
な
る
受
注
率

の
向
上
が
望
ま
し
い
。

指
名
競
争
入
札

に
お
け
る
現
行
の

一
業
者
一
種
類
指
名
方
式
の
課

題
と
改
善
の
方
向
性
は
。

昨
年
、
町
内
の

建
設
同
志
会
か
ら

一
業
者
一
業
種
の
廃
止
要
望
が

出
て
お
り
、
今
後
建
設
業
界
等

と
協
議
し
検
討
を
行
っ
て
い
き

た
い
。
複
数
業
種
の
資
格
を
有

す
る
業
者
が
、
現
行
の
一
業
者

一
業
種
の
入
札
制
度
で
は
、
複

数
業
種
で
仕
事
が
出
来
な
い
と

い
う
の
が
課
題
で
は
な
い
か
。

近
隣
市
町
村
は

一
業
者
複
数
種
類

指
名
方
式
を
採
用
し
て
お
り
、

建
設
業
界
と
町
経
済
の
活
性
化

が
期
待
で
き
る
こ
の
方
式
の
採

用
を
本
町
で
も
検
討
し
て
は
ど

う
か
。

関
係
各
業
種
の

皆
さ
ん
の
合
意
が

必
要
で
あ
る
。町

水
道
施
設
建

設
改
良
十
カ
年
計

画
の
事
業
に
は
、
町
内
業
者
の

育
成
並
び
に
土
木
工
事
業
と
水

道
施
設
工
事
業
の
複
数
指
名

方
式
の
採
用
が
必
要
で
は
な
い

か
。

当
該
事
業
に
は

専
門
的
な
業
種
を

除
き
、
現
在
の
町
内
業
者
で
対

応
で
き
る
と
思
わ
れ
る
が
更
な

る
業
者
育
成
に
も
努
め
た
い
。

全
国
の
自
治
体

で
導
入
さ
れ
て
い

る
電
子
入
札
シ
ス
テ
ム
の
本
町

に
お
け
る
導
入
計
画
は
。

県
の
指
導
を
受

け
な
が
ら
令
和
３

年
度
か
ら
の
一
部
導
入
を
準
備

中
で
あ
る
。

中村　和博　 議員
アーモンド農業の推進を

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長 問

問

問問

問

段階的に六次産業化までやりたい町
長

入
札
制
度
の
課
題
と
改
善
の
方
向
性
に
つ
い
て

問 問問

問問

一 般 質 問
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現
在
、
霧
島
演

習
場
や
沢
原
地
区

一
帯
及
び
中
津
川
地
区
の
大

雨
時
の
排
水
処
理
は
、
川
添
排

水
機
場
で
行
っ
て
い
る
が
、
内

水
が
施
設
の
駐
車
場
あ
た
り
ま

で
上
が
っ
た
ら
、
施
設
の
機
器

類
が
浸
水
し
て
排
水
不
能
と
な

り
、
中
津
川
一
帯
が
冠
水
し
甚

大
な
被
害
を
及
ぼ
し
て
い
る
事

か
ら
、
代
替
施
設
と
し
て
、
古

川
の
抜
本
的
河
川
改
修
と
川
内

川
合
流
部
に
、
近
代
的
大
型
排

水
機
場
を
設
置
す
れ
ば
、
大
き

な
水
害
も
無
く
子
孫
代
々
ま
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
「
ま
ち
」

と
考
え
る
が
ど
う
か
伺
う
。

豪
雨
時
の
対
応

と
し
て
、
国
土
交

通
省
は
中
津
川
樋
門
に
ポ
ン
プ

車
を
配
置
し
て
、
古
川
及
び
内

水
の
排
水
処
理
を
行
っ
て
お
り

ま
す
が
、
現
行
で
は
効
果
が
少

な
い
の
で
、
関
係
機
関
と
協
議

し
調
査
検
討
を
考
え
ま
す
。

７
月
６
日
の
豪

雨
時
に
ポ
ン
プ
の

故
障
で
、
吉
松
庁
舎
一
帯
が

浸
水
し
、
国
道
２
６
８
号
の
通

行
不
能
や
家
屋
の
床
下
浸
水
な

ど
、
地
域
住
民
に
多
大
な
被
害

と
不
安
を
与
え
た
原
因
は
何

か
。
ま
た
、
今
回
の
被
害
を
再

発
さ
せ
な
い
た
め
、
排
水
面
積

を
広
げ
た
計
画
で
、
ポ
ン
プ
容

量
拡
大
の
考
え
は
な
い
か
伺

う
。

７
月
６
日　

午
前

２
時
20
分
に
ポ
ン

プ
の
稼
働
開
始
を
行
い
ま
し
た

が
、
午
前
７
時
15
分
に
エ
ン
ジ

ン
オ
イ
ル
の
配
管
が
破
損
し
ポ

ン
プ
が
停
止
し
ま
し
た
。
国
土

交
通
省
と
し
て
は
、
川
内
川
の

水
位
低
下
を
図
る
事
が
効
果
的

と
考
え
、
現
在
、
河
川
内
の
樹

木
伐
採
や
河
道
掘
削
等
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。し
か
し
な
が
ら
、

人
家
の
浸
水
や
幹
線
道
路
の
冠

水
な
ど
、
今
回
の
よ
う
な
被
害

を
解
消
す
る
た
め
、
河
道
掘
削

と
併
せ
て
ポ
ン
プ
容
量
拡
大
も

要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
の
路
線
に
つ

い
て
は
、
国
道
２

６
８
号
が
冠
水
し
た
時
の
う
回

路
と
し
て
最
重
要
路
線
で
あ
る

が
、
約
10
ｍ
程
度
が
未
改
良
で

普
通
車
も
離
合
が
困
難
で
片
側

通
行
状
態
で
あ
り
、
万
全
な
う

回
路
の
機
能
を
果
た
し
て
い
な

い
た
め
、
早
急
な
対
策
が
望
ま

れ
る
が
、
今
後
、
ど
の
よ
う
な

検
討
、
計
画
が
な
さ
れ
て
い
る

の
か
伺
う
。

こ
の
土
地
は
、

１
筆
約
１
０
０
㎡

で
あ
り
、
平
成
17
年
度
に
用
地

買
収
契
約
書
締
結
を
行
い
ま
し

た
が
、
そ
の
直
後
、
契
約
解
除

さ
れ
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
か
ら
幾
度
と
な
く
交
渉
を
行

い
ま
し
た
が
、
成
立
に
至
っ
て

お
り
ま
せ
ん
。
今
後
に
お
い
て

も
、
引
き
続
き
、
県
と
協
議
を

行
い
な
が
ら
買
収
に
向
け
て
努

力
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま

す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
問
題

で
本
町
の
企
業
等
も
疲
弊
し
、

存
続
の
危
機
に
立
た
さ
れ
て
い

る
。
特
に
土
木
建
築
、
水
道
、

測
量
社
等
に
於
い
て
は
、
他

市
町
も
な
る
べ
く
自
市
町
で
発

注
処
理
し
て
い
る
状
況
で
あ
る

が
、
本
町
の
発
注
分
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
、
災
害
時
な
ど

本
町
の
発
展
に
寄
与
し
て
き
た

地
元
業
者
を
存
続
さ
せ
、
町
内

雇
用
を
図
り
町
民
の
所
得
向
上

に
繋
げ
、
町
を
活
性
化
さ
せ
る

考
え
は
な
い
か
伺
う
。

地
元
業
者
に
つ

い
て
、
実
績
な
ど

を
踏
ま
え
指
名
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
地
元
雇
用
を
図

り
所
得
向
上
に
努
め
る
事
も
大

事
と
考
え
ま
す
。

町
長

町
長

町
長問

竹
下
排
水
機
場
の
容
量

拡
大
に
つ
い
て

ポ
ン
プ
容
量
拡
大
の
要
望

を
行
う

県
道
１
０
２
号
線
え
び
の

境
の
早
期
改
良
に
つ
い
て

県
と
協
議
し
用
地
買
収
に

努
力
し
て
い
き
た
い

地
場
産
業
育
成
に
つ
い
て

地
元
業
者
の
実
績
を
踏
ま

え
て
指
名

問

問

問

小川　 忍 議員
古川と川内川合流部に排水機場の設置を

内水排除のため調査検討を行って
いきたい

町
長

町
長

一 般 質 問

県道102号線狭窄部
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一 般 質 問

本
町
の
林
業
振

興
に
つ
い
て
伺
う
。

地
球
環
境
保
全

や
森
林
の
持
つ
多

面
的
機
能
を
発
揮
す
る
た
め
の

間
伐
や
再
造
林
を
推
進
す
る
と

と
も
に
管
理
の
行
き
届
か
な
い

山
林
を
持
つ
森
林
所
有
者
と
林

業
事
業
体
を
つ
な
ぐ
森
林
経
営

管
理
制
度
事
業
の
推
進
を
図
っ

て
参
り
ま
す
。

行
政
面
積
の

70
％
の
広
大
な
森

林
面
積
を
有
し
て
い
る
本
町
の

森
林
資
源
の
現
状
は
。

森
林
面
積
は
、

１
０
，
０
６
０
ha

で
、
総
土
地
面
積
に
占
め
る
林

野
率
は
69
・
７
％
と
県
平
均

64
・
０
％
よ
り
高
く
な
っ
て
お

り
ま
す
。
森
林
の
内
訳
は
、
民

有
林
が
６
，
６
６
１
ha
の
66
・

２
％
、
国
有
林
が
３
，
３
９
９

ha
の
33
・
８
％
と
な
っ
て
お
り
、

私
有
林
の
内
訳
は
、
個
人
有
林

が
79
・
３
％
、
会
社
有
林
が
２・

４
％
、
集
落
有
林
が
３・
６
％
、

森
林
整
備
公
社
有
林
、
そ
の
他

が
14
・
62
％
で
あ
り
ま
す
。
ス

ギ
、
ヒ
ノ
キ
を
中
心
と
す
る
人

工
林
面
積
は
、
５
，
０
２
３
ha

で
民
有
林
総
蓄
積
量
は
、
２
１

６
万
８
千
立
方
メ
ー
ト
ル
で
あ

り
ま
す
。

町
内
森
林
の
管

理
の
現
状
は
。

個
人
有
林
面
積

の
５
，
５
７
４
ha

に
対
し
て
、
１
，
８
３
７
ha
、

個
人
有
林
の
う
ち
約
33
％
は
こ

の
森
林
経
営
計
画
の
中
で
管
理

さ
れ
て
お
り
、
更
に
毎
年
伐

採
届
出
に
よ
る
間
伐
等
が
約

１
０
０
ha
あ
る
。
森
林
所
有
者

自
ら
管
理
さ
れ
て
い
る
方
を
考

慮
す
る
と
約
40
％
程
度
の
森
林

が
管
理
さ
れ
て
い
る
と
推
測
さ

れ
ま
す
。

本
町
に
譲
与
さ

れ
る
森
林
環
境
譲

与
税
の
試
算
は
。

令
和
２
年
度
と

３
年
度
が
１
，
７

４
０
万
円
、
令
和
４
年
度
と
５

年
度
が
約
２
，
２
５
２
万
円
、

令
和
６
年
度
以
降
に
つ
き
ま
し

て
は
、
約
２
，
７
６
４
万
円
が

配
分
さ
れ
る
試
算
が
示
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

森
林
環
境
譲
与

税
の
使
途
と
そ
の

公
表
は
。

使
途
に
つ
い
て

は
、
森
林
管
理
情

報
シ
ス
テ
ム
改
修
委
託
費
、
竹

林
破
砕
機
の
備
品
購
入
費
、
森

林
づ
く
り
推
進
員
へ
の
活
動
報

償
費
、
再
造
林
事
業
補
助
金
に

支
出
し
、
残
り
に
つ
い
て
は
、

基
金
へ
積
み
立
て
て
お
り
今
後

計
画
的
に
活
用
い
た
し
ま
す
。

公
表
に
つ
い
て
は
、
森
林
環
境

税
は
、
国
民
み
ん
な
で
森
林
を

支
え
る
仕
組
み
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
譲
与
税
を
活
用
す
る
に
当

た
っ
て
は
、
広
く
国
民
全
体
に

対
し
て
説
明
責
任
を
果
た
す
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、「
広

報
ゆ
う
す
い
」
及
び
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
お
い
て
公
表
い
た
し

ま
す
。

本
町
の
森
林
整

備
等
に
係
る
強
化

対
応
策
は
。

近
年
、
皆
伐
件

数
が
増
加
し
、
跡

地
の
ほ
と
ん
ど
が
天
然
更
新
さ

れ
る
た
め
、
維
持
管
理
の
行
わ

れ
な
い
森
林
の
増
加
に
よ
る
機

能
低
下
が
懸
念
さ
れ
る
。
平
成

31
年
４
月
１
日
に
「
森
林
経
営

管
理
制
度
」
が
ス
タ
ー
ト
し
、

新
た
な
仕
組
み
に
お
い
て
は
、

森
林
管
理
の
責
務
を
明
確
に
す

る
と
と
も
に
、
森
林
所
有
者
自

ら
が
適
切
な
経
営
・
管
理
を
実

行
で
き
な
い
場
合
に
は
、
市
町

村
が
経
営
・
管
理
を
行
う
た
め

に
必
要
な
権
利
取
得
し
た
上

で
、
林
業
経
営
に
適
し
た
森
林

は
意
欲
と
能
力
の
あ
る
林
業
経

営
者
に
委
ね
る
と
し
、
自
然
条

件
に
照
ら
し
た
林
業
経
営
に
適

さ
な
い
森
林
に
お
い
て
は
市
町

村
自
ら
管
理
を
行
う
こ
と
と
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
新
た
な
森
林

経
営
管
理
制
度
を
推
進
す
る
と

と
も
に
、
森
林
の
持
つ
多
面
的

機
能
を
発
揮
し
て
い
く
た
め
の

間
伐
、
再
造
林
を
推
進
す
る
こ

と
が
重
要
と
考
え
ま
す
。

吉永　義和 議員
森林環境税，森林環境譲与税の対応は

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長 問

問問

問問

問

特定財源として森林経営管理制度を推進町
長
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農
業
従
事
者
も

高
齢
化
が
進
み
後

継
者
不
足
で
、
今
後
、
農
業
の

維
持
存
続
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
伺
う
。

農
業
の
維
持
存

続
は
、
農
業
機
械

の
近
代
化
、
大
型
化
が
進
ん
で

い
る
も
の
の
農
地
が
分
散
し
て

お
り
、
有
効
に
利
用
さ
れ
て
い

な
い
な
ど
農
業
コ
ス
ト
面
で
の

効
率
化
が
図
ら
れ
て
い
な
い
農

地
等
の
基
盤
整
備
や
農
道
、
農

業
施
設
の
整
備
に
努
め
、
土
地

利
用
型
農
家
の
育
成
や
農
地
中

間
管
理
事
業
を
活
用
し
た
中
核

的
担
い
手
農
家
へ
土
地
集
積
を

図
り
、
農
作
業
受
委
託
組
織
の

育
成
や
兼
業
農
家
も
踏
ま
え
、

農
業
機
械
の
共
同
利
用
な
ど
、

小
規
模
零
細
農
家
等
に
お
い
て

も
農
業
生
産
活
動
を
継
続
的
に

担
え
る
仕
組
み
づ
く
り
が
必
要

で
あ
る
。
新
規
・
親
元
・
定
年

帰
就
農
者
を
支
援
す
る
た
め
の

湧
水
町
農
業
後
継
者
等
育
成
事

業
や
将
来
地
元
で
帰
農
す
る
後

継
者
を
支
援
す
る
湧
水
町
農
業

大
学
校
等
奨
学
金
貸
与
事
業
を

実
施
し
て
お
り
、
担
い
手
農
家

や
後
継
者
の
育
成
、
新
規
就
農

者
の
確
保
に
努
め
た
い
。

耕
作
放
棄
地
が

増
加
し
て
い
る
。

ま
た
、
中
山
間
地
域
に
お
い
て

利
用
さ
れ
な
い
農
地
が
点
在
し

て
い
る
。
農
地
対
策
は
ど
の
よ

う
に
考
え
る
か
。

耕
作
放
棄
地
の

解
消
に
つ
い
て
は
、

多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
や
中

山
間
地
域
直
接
支
払
交
付
金

を
活
用
し
た
、
地
域
活
動
に
よ

り
荒
廃
農
地
を
防
ぐ
た
め
の
事

業
を
実
施
し
な
が
ら
、
耕
作
放

棄
地
の
解
消
に
努
め
、
中
山
間

地
域
に
お
い
て
、
機
械
化
の
大

型
化
等
で
活
用
さ
れ
な
い
農
地

も
あ
る
。
農
業
委
員
会
と
連
携

し
、
事
業
推
進
を
図
っ
て
い
き

た
い
。

Ｉ
タ
ー
ン
、
Ｕ

タ
ー
ン
、
定
年
後

に
帰
郷
し
て
、
新
た
に
農
業
を

始
め
る
農
業
従
事
者
が
、
農
業

で
生
活
を
維
持
す
る
に
は
あ
る

程
度
の
所
得
が
確
保
さ
れ
な
け

れ
ば
就
農
は
難
し
い
。
農
業
所

得
の
確
保
対
策
は
十
分
で
あ
る

か
。

農
業
に
興
味
を

持
ち
農
業
を
始
め

る
方
々
は
、
初
期
投
資
費
用
と

収
益
の
問
題
が
障
壁
に
な
っ
て

い
る
。
初
期
費
用
、
農
業
を
始

め
る
土
地
や
住
居
の
確
保
、
農

業
用
機
械
や
機
材
購
入
費
、
初

心
者
の
場
合
は
技
術
習
得
研
修

費
等
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、

町
独
自
の
支
援
策
を
行
い
、
コ

ス
ト
軽
減
に
努
め
、
農
業
所
得

の
確
保
が
で
き
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

本
町
で
ド
ロ
ー

ン
の
活
用
状
況
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

活
用
方
針
と
操
作
す
る
人
材
の

育
成
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
か
伺
う
。

町
で
は
ド
ロ
ー

ン
を
保
有
し
て
お

り
ま
せ
ん
が
、
空
撮
映
像
に
よ

る
町
の
Ｐ
Ｒ
動
画
や
災
害
発
生

時
の
状
況
確
認
、
公
共
施
設
等

の
点
検
な
ど
、
ド
ロ
ー
ン
の
活

用
策
は
考
え
ら
れ
る
。
活
用
は

法
に
よ
る
規
制
が
あ
り
、
活
用

方
針
と
活
用
す
る
に
あ
た
っ
て

の
法
的
課
題
を
研
究
し
課
題
が

ク
リ
ア
で
き
れ
ば
人
材
育
成
と

保
有
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

町
内
各
地
に
お

け
る
危
険
箇
所
が

存
在
し
て
い
る
が
調
査
は
出
来

て
い
る
か
。
対
策
と
し
て
カ
ー

ブ
ミ
ラ
ー
等
を
設
置
す
る
こ
と

で
危
険
回
避
が
可
能
と
思
う
が

設
置
を
す
る
考
え
は
な
い
か
伺

う
。

交
通
安
全
活
動

推
進
員
や
地
域
等

か
ら
交
通
安
全
に
お
け
る
危
険

箇
所
の
情
報
を
把
握
し
た
場

合
、
そ
の
都
度
現
地
調
査
を
行

い
、
危
険
箇
所
に
つ
い
て
は
、

警
察
署
や
道
路
管
理
者
、
関
係

機
関
等
と
連
携
し
、
効
果
的
・

効
率
的
な
交
通
安
全
対
策
の
推

進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

町
長

町
長

町
長

問町
長

町
長 問

問

問

問

成政　 晃 議員
農業の維持存続について

後継者育成，新規就農者確保に努力町
長

一 般 質 問

ド
ロ
ー
ン
の
活
用
に

つ
い
て

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
設

置
に
つ
い
て
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一 般 質 問

新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対

策
で
、
福
祉
政
策
に
対
す
る
考

え
を
伺
う
。

子
育
て
支
援
の

観
点
か
ら
、
感
染

防
止
の
面
と
子
育
て
世
帯
へ
の

経
済
的
支
援
の
面
か
ら
対
策
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
ず
、
感
染

防
止
の
対
策
と
し
て
は
、
乳
幼

児
へ
の
マ
ス
ク
の
配
布
を
行
い

ま
し
た
。
ま
た
、
国
の
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
事

業
を
活
用
し
、
保
育
園
等
が
購

入
す
る
感
染
防
止
備
品
等
の
購

入
経
費
の
助
成
も
行
っ
て
い
ま

す
。
子
育
て
世
帯
へ
の
経
済
的

支
援
の
対
策
と
し
て
は
、
国
が

交
付
す
る
臨
時
特
別
給
付
金
に

加
え
て
、
町
独
自
の
「
子
育
て

支
援
給
付
金
」
を
交
付
し
て
い

ま
す
。
高
齢
者
対
策
の
観
点
か

ら
は
、
感
染
防
止
の
た
め
介
護

予
防
教
室
及
び
認
知
症
カ
フ
ェ

を
休
止
し
、
教
室
生
に
は
自
宅

で
で
き
る
ケ
ア
の
推
進
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
当
分
の

間
、
休
止
を
決
め
た
こ
と
で
教

室
生
の
う
ち
心
身
状
態
に
不
安

な
方
々
を
戸
別
訪
問
し
、
状
態

確
認
を
行
う
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
事
業

者
に
つ
い
て
は
、
各
事
業
者
の

う
ち
特
に
入
所
施
設
は
、
自
主

的
に
面
会
中
止
を
さ
れ
て
い
ま

す
。
通
所
や
訪
問
、
居
宅
介
護

支
援
事
業
所
も
、
独
自
に
「
県

外
や
感
染
拡
大
地
域
か
ら
の
来

訪
者
と
接
触
し
た
場
合
は
、
１

～
２
週
間
サ
ー
ビ
ス
を
行
わ
な

い
。」
等
対
策
を
さ
れ
、
現
在

も
継
続
さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、

県
が
と
り
ま
と
め
と
な
っ
て
、

マ
ス
ク
や
消
毒
液
、
防
護
具
の

配
布
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

福
祉
政
策
は
、

間
に
合
え
ば
追
加

議
案
を
出
す
考
え
が
あ
る
か
。

コ
ロ
ナ
対
策
の

予
算
は
未
執
行
も

あ
る
の
で
、
子
育
て
世
帯
等
に

配
分
す
る
よ
う
に
考
え
て
い
ま

す
。

経
済
活
性
化
の

対
策
は
断
続
的
に

対
策
を
取
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
う
が
、今
後
の
施
策
は
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の

感
染
拡
大
に
よ
っ
て
、
飲
食
業

や
商
工
業
を
は
じ
め
、
様
々
な

業
種
に
お
い
て
、
売
上
げ
や
受

注
の
急
減
、生
産
活
動
の
停
滞
、

資
金
繰
り
の
悪
化
、
雇
用
の
維

持
困
難
な
ど
大
き
な
影
響
を
与

え
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ

と
か
ら
経
済
状
況
を
回
復
さ
せ

る
観
点
か
ら
、
国
・
県
の
緊
急

対
策
等
と
連
動
し
つ
つ
、
観
光

関
連
産
業
や
飲
食
業
・
サ
ー
ビ

ス
業
、
農
林
水
産
業
等
も
含
め

た
消
費
の
喚
起
、
需
要
の
拡
大

等
に
向
け
て
、
総
合
的
か
つ
積

極
的
な
経
済
対
策
を
早
期
に
講

じ
て
い
く
必
要
が
あ
り
、ま
た
、

刻
一
刻
と
変
化
す
る
状
況
等
に

応
じ
て
、
必
要
な
対
策
を
ス

ピ
ー
ド
感
を
持
ち
速
や
か
に
実

施
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。  

所
得
税
・
固
定

資
産
税
な
ど
各
種

税
金
の
一
部
免
除
は
で
き
な
い

か
。
現
在
あ
る
制
度
の
利
子
補

給
の
拡
大
（
期
間
延
長
）
は
で

き
な
い
か
。

境田　公明 議員
新型コロナウイルス感染症対策について

スピード感を持ち速やかに実施する町
長

庁
舎
内
で
の
検

討
は
可
能
と
思
い

ま
す
。
2
つ
の
例
を
示
さ
れ
た

が
、
財
源
の
有
効
活
用
の
点
か

ら
ほ
か
の
方
法
も
あ
る
の
で
は

な
い
か
。
幅
広
い
検
討
を
し
て

湧
水
町
な
ら
で
は
の
も
の
を
、

考
え
て
い
き
ま
す
。

福
祉
政
策
と
経

済
活
性
化
対
策
も

含
め
て
、
商
品
券
を
、
全
町
民
、

一
律
に
最
大
限
で
き
る
額
の
配

布
事
業
は
で
き
な
い
か
。

福
祉
政
策
と
経

済
活
性
化
対
策
を

考
え
る
と
全
世
帯
に
商
品
券
で

給
付
す
る
形
が
早
い
と
考
え

て
、
そ
の
よ
う
な
方
向
で
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
国
の

事
業
で
ひ
と
り
一
律
10
万
円
支

給
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
以

降
産
ま
れ
た
子
供
に
も
支
給
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

問

問

問問
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三
菱
地
所
な
ど

が
出
資
す
る
総
合

木
材
会
社
「
メ
ッ
ク
イ
ン
ダ
ス

ト
リ
ー
」
は
21
年
４
月
に
一
部

操
業
予
定
で
、
１
０
０
人
雇
用

を
見
込
ん
で
い
る
。Ｕ
タ
ー
ン
、

Ｉ
タ
ー
ン
、
大
卒
、
高
卒
を
含

め
た
雇
用
と
な
る
が
、
町
と
し

て
の
協
力
は
ど
こ
ま
で
考
え
て

い
る
の
か
伺
う
。

既
に
県
内
の
工

業
高
校
と
鹿
児
島

工
業
高
等
専
門
学
校
へ
募
集

を
行
な
っ
て
お
り
、
今
後
は
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
で
の
募
集
を
行
う

と
伺
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
雇

用
さ
れ
る
こ
と
で
若
者
の
流
出

防
止
に
繫
が
り
、
定
住
促
進
、

人
口
増
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

本
町
に
定
住
で
き
る
よ
う
住
宅

等
を
紹
介
す
る
な
ど
全
面
的
に

協
力
し
て
い
き
た
い
。

機
械
類
の
免
許

な
ど
資
格
を
取
る

よ
う
な
支
援
策
は
考
え
て
な
い

か
。

会
社
と
し
て
は
、

資
格
を
持
っ
て
お

ら
れ
る
方
を
優
先
的
に
雇
用
す

る
か
と
思
い
ま
す
。

霧
島
く
り
の
工

業
団
地
は
73
・
９

ヘ
ク
タ
ー
ル
で
広
大
な
用
地
で

あ
る
。「
霧
島
く
り
の
中
核
工

業
団
地
」
と
し
て
整
備
す
る
こ

と
と
な
っ
て
い
た
が
未
だ
目
的

を
果
た
さ
な
い
状
況
に
あ
る
。

誘
致
企
業
進
出
に
よ
り
、
関
連

企
業
や
メ
ッ
ク
イ
ン
ダ
ス
ト

リ
ー
の
木
材
置
場
と
し
て
工
業

団
地
の
一
部
を
オ
ー
ダ
ー
メ
イ

ド
で
確
保
す
る
よ
う
県
へ
要
望

で
き
な
い
か
伺
う
。

原
木
の
製
材
か

ら
Ｃ
Ｌ
Ｔ
等
の
製

造
工
場
と
な
っ
て
お
り
、
原
料

と
な
る
木
材
置
場
が
別
途
必
要

で
あ
り
、
町
と
し
て
も
工
業
団

地
内
に
木
材
置
場
が
で
き
る
よ

う
に
、県
へ
更
に
要
望
し
ま
す
。

20
年
間
、
工
業
団

地
内
に
人
が
行
き

来
し
な
い
状
況
に
あ
っ
た
こ
と

か
ら
、
鹿
や
イ
ノ
シ
シ
の
す
み

か
と
な
り
繁
殖
し
て
い
る
。
米

永
地
内
の
み
な
ら
ず
拡
大
の
一

途
と
な
っ
て
い
る
。
県
の
責
任

に
お
い
て
も
有
害
鳥
獣
を
駆
除

す
る
た
め
の
道
路
が
必
要
で
あ

る
と
思
う
が
。里

道
等
が
県
有

地
で
あ
り
、
災
害

や
支
障
木
等
で
現
在
は
通
行
す

る
こ
と
が
難
し
い
状
況
に
あ
り

ま
す
。
有
害
鳥
獣
の
捕
獲
を
す

る
た
め
に
は
道
路
が
必
要
で
あ

り
、
県
に
要
望
し
て
い
ま
す
。

町
長
の
マ
ニ
フ

ェ
ス
ト
に
は
、
子

育
て
支
援
を
行
う
た
め
、
三
役

の
給
与
カ
ッ
ト
を
行
な
っ
て
い

る
。
そ
の
財
源
を
充
て
た
子
育

て
支
援
の
成
果
は
、
３
年
半
で

ど
の
部
分
で
効
果
が
あ
っ
た
と

思
う
か
。
ま
た
、
今
後
は
何
が

必
要
と
思
う
か
伺
う
。

三
役
の
給
料
カ

ッ
ト
に
よ
り
捻
出

し
た
財
源
は
、
子
育
て
支
援
策

の
中
の
、
子
ど
も
医
療
費
助
成

仮屋　良二 議員
新会社メックインダストリーの雇用策は

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

問

問

問問

問

全面的に協力していきたい町
長

事
業
の
保
護
者
負
担
の
２
千
円

を
撤
廃
し
た
部
分
や
、
高
校
生

世
帯
の
就
学
支
援
の
補
助
単
価

を
３
万
円
に
増
額
し
た
事
業
に

活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
支
援
に

繫
が
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
ま

す
が
、
出
生
者
数
の
減
少
や
、

子
育
て
世
帯
の
転
入
転
出
の
状

況
に
は
大
き
な
変
化
が
な
く
、

こ
れ
ら
の
施
策
だ
け
で
は
十
分

と
な
っ
て
い
な
い
状
況
で
す
。

今
後
、
こ
れ
ら
を
Ｐ
Ｒ
し
子
育

て
支
援
の
施
策
を
推
進
し
な
が

ら
、
他
の
定
住
促
進
の
施
策
と

併
せ
て
対
応
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
ま
す
。現

在
ま
で
捻
出

さ
れ
た
財
源
は
、

約
１
，
４
０
０
万
円
位
か
と
思

う
。
色
々
な
事
業
に
充
当
し
て

い
る
が
事
業
で
の
総
額
は
い
く

ら
あ
る
か
。
ま
た
、
そ
の
事
業

は
何
か
。

事
業
等
の
総
額

は
約
２
，
２
０
０
万

円
で
、
小
・
中
学
生
の
バ
ス
通

学
の
運
賃
や
学
力
向
上
の
検
定

試
験
な
ど
で
す
。

町
長 問

一 般 質 問

霧
島
く
り
の
工
業
団

地
に
つ
い
て

子
育
て
支
援
の
効
果

に
つ
い
て
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平
成
28
年
3
月

阿
波
井
堰
が
改
修

さ
れ
上
流
域
の
冠
水
軽
減
は
さ

れ
た
が
、
福
島
川
な
ど
支
流
へ

の
影
響
は
出
て
い
な
い
の
か
伺

う
。

阿
波
井
堰
が
改

修
さ
れ
、
流
下
能

力
が
増
し
た
こ
と
に
伴
い
、
川

内
川
本
線
の
河
床
低
下
等
が

発
生
し
て
い
る
状
況
が
見
受
け

ら
れ
ま
す
。
国
土
交
通
省
の
整

備
方
針
と
し
て
現
在
、
下
流
側

か
ら
河
川
内
の
河
道
掘
削
等
を

行
い
な
が
ら
、
水
衝
部
に
お
い

て
は
、
浸
食
防
止
の
た
め
の
護

岸
整
備
等
を
含
め
て
整
備
し
て

い
く
計
画
で
あ
る
と
の
こ
と
で

す
。
ま
た
、
川
内
川
に
注
ぐ
準

用
河
川
等
の
河
川
に
お
い
て

も
、
流
下
能
力
が
増
し
た
こ
と

に
よ
る
影
響
な
の
か
要
因
は
断

定
で
き
ま
せ
ん
が
、
福
島
川
に

お
い
て
、
大
雨
及
び
浸
食
等
に

よ
る
護
岸
決
壊
が
生
じ
、
昨
年

度
に
災
害
復
旧
工
事
を
行
い
ま

し
た
。
上
記
の
よ
う
な
状
況
を

踏
ま
え
、
今
後
に
お
い
て
も
降

雨
後
の
準
用
河
川
等
の
巡
視
を

行
い
な
が
ら
対
処
し
て
い
き
た

い
と
考
え
ま
す
。吉

松
地
区
に
は

5
つ
の
橋
が
あ
る

が
、
河
川
の
河
床
が
低
下
す

れ
ば
橋
に
重
大
な
影
響
、
橋
脚

台
の
洗
掘
な
ど
が
考
え
ら
れ
る

が
、
井
堰
完
成
後
に
川
内
川
の

河
床
の
低
下
に
対
す
る
調
査
が

行
わ
れ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

行
わ
れ
て
い
る
と
す
る
な
ら

ば
、
そ
れ
ら
の
報
告
を
受
け
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

当
然
、
河
床
の

低
下
は
見
ら
れ
て

い
る
。
今
年
は
用
水
路
の
取
り

入
れ
口
が
低
下
し
、
用
水
が
取

り
入
れ
ら
れ
な
い
状
況
に
な

り
、
対
策
を
と
っ
て
ま
い
り
ま

し
た
。
国
土
交
通
省
か
ら
の
報

告
は
受
け
て
お
り
ま
せ
ん
が
、

今
後
も
国
土
交
通
省
の
方
に
出

向
く
な
り
し
て
、
今
後
の
影
響

等
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い

と
思
い
ま
す
。桶

寄
川
の
出
口

か
ら
下
流
の
未
築

堤
部
分
の
早
期
の
実
施
を
国
に

要
望
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

国
土
交
通
省
と

し
て
は
未
築
部
分

の
反
対
側
（
右
岸
側
）
の
寄
り

洲
を
取
り
除
く
こ
と
に
よ
り
影

響
は
緩
和
さ
れ
る
と
考
え
て
い

る
が
、
今
後
も
実
施
に
向
け
て

要
望
を
続
け
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

一 般 質 問

町
長

町
長

町
長

橋元　義嗣 議員
阿波井堰改修後の影響について

準用河川等の巡視を行いながら対処町
長

問

問

問
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一 般 質 問

栗
野
工
業
高
校

跡
地
は
順
調
に
工

事
が
進
ん
で
い
る
と
思
わ
れ

る
。
設
立
さ
れ
た
会
社
は
、
ど

の
よ
う
な
資
本
で
構
成
さ
れ
て

い
る
の
か
伺
う
。

三
菱
地
所
が
７

割
を
出
資
し
、
残

り
の
３
割
を
㈱
竹
中
工
務
店
、

大
豊
建
設
㈱
、
松
尾
建
設
㈱
、

ケ
ン
テ
ッ
ク
㈱
、南
国
殖
産
㈱
、

山
佐
木
材
㈱
の
６
社
が
出
資
し

て
い
る
と
伺
っ
て
い
ま
す
。

関
連
企
業
の
進

出
は
な
い
の
か
。

現
在
の
と
こ
ろ

あ
り
ま
せ
ん
が
、

今
後
、
事
業
開
始
す
る
こ
と
で

関
連
企
業
の
進
出
を
期
待
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

三
菱
地
所
の
他

に
６
社
で
設
立
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
６
社
の
湧
水

営
業
所
等
の
進
出
が
あ
れ
ば
雇

用
が
生
ま
れ
る
。
働
き
掛
け
、

ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
は
お
こ
な
っ

た
か
。

こ
れ
が
実
現
さ

れ
る
と
さ
ら
に
湧

水
町
の
発
展
繁
栄
に
結
び
つ
く

の
で
、
協
力
を
頂
き
そ
れ
を
見

極
め
な
が
ら
取
組
ん
で
い
け
れ

ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

町
内
に
は
木
を
扱

う
業
者
や
運
送
関
係

の
業
者
が
あ
る
が
、
町
内
の
業

者
を
使
う
話
し
は
な
い
の
か
。

町
内
の
業
者
を

使
っ
て
頂
く
よ
う

要
望
は
出
し
て
お
り
ま
す
。
例

え
ば
、
町
内
の
業
者
が
木
を

切
っ
て
運
ぶ
こ
と
で
活
性
化
に

繋
げ
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い

ま
す
。

ス
ク
ラ
ッ
プ
ア

ン
ド
ビ
ル
ド
を
行

い
な
が
ら
施
策
を
進
め
る
と
言

わ
れ
た
。
町
長
の
や
る
気
を
感

じ
た
が
、
３
年
半
の
成
果
と
評

価
を
伺
う
。

質
の
良
い
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、

組
織
再
編
や
幼
稚
園
の
統
廃
合
、

学
童
ク
ラ
ブ
の
民
間
委
託
な
ど

を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
厳
し

い
財
政
状
況
が
見
込
ま
れ
る
が
、

引
き
続
き
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
ア
ン

ド
ビ
ル
ド
に
取
り
組
ん
で
い
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

21
課
を
15
課
に

再
編
し
た
時
に
、

業
務
に
対
す
る
ソ
フ
ト
面
的
な

ス
ク
ラ
ッ
プ
ア
ン
ド
ビ
ル
ド（
業

務
の
棚
卸
し
）
は
行
っ
た
か
。

各
所
管
の
業
務
の

在
り
方
に
つ
い
て

は
把
握
し
て
い
る
が
、
総
務
課

長
・
副
町
長
の
方
で
対
応
し
て

も
ら
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

業
務
の
見
直
し

を
し
な
い
と
人
手

不
足
が
生
じ
る
。
こ
れ
は
、
職

員
が
メ
ン
タ
ル
不
調
を
起
こ

し
、
休
職
者
が
出
て
し
ま
い
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
に
繋
が

る
の
で
は
な
い
か
。

こ
こ
数
年
間
に

何
人
か
の
休
職
者

が
発
生
し
ま
し
た
。
メ
ン
タ
ル

的
な
も
の
で
し
た
。
そ
う
な
ら

な
い
よ
う
に
、
メ
ン
タ
ル
教
育

な
ど
強
化
を
図
っ
て
行
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

か
ご
し
ま
国
体

が
延
期
と
な
り
、

２
０
２
３
年
開
催
と
な
れ
ば
、

23
年
・
24
年
と
２
年
連
続
で
カ

ヌ
ー
競
技
が
本
町
で
実
施
さ
れ

る
、協
力
体
制
は
十
分
な
の
か
。

ま
た
、
国
体
に
代
わ
る
大
会
を

行
う
考
え
は
な
い
か
伺
う
。

延
期
が
決
定
し

た
ら
関
係
団
体
と

協
議
を
行
う
。
協
力
体
制
は
問

題
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
国

体
に
代
わ
る
大
会
は
考
え
て
い

ま
せ
ん
。

以
前
、
町
主
催

の
カ
ヌ
ー
大
会
は

出
来
な
い
か
、
一
般
質
問
を
し

た
時
、
大
会
を
や
る
こ
と
に
つ

い
て
抵
抗
は
な
い
と
答
弁
さ
れ

た
。
何
か
考
え
は
あ
る
の
か
。

本
町
は
カ
ヌ
ー

競
技
を
行
う
環
境

が
整
っ
て
い
ま
す
。
審
判
員
や

協
力
員
も
あ
る
程
度
い
ら
っ

し
ゃ
る
の
で
、
何
ら
か
の
冠
大

会
を
ご
意
見
等
を
頂
き
な
が
ら

進
め
て
行

け
れ
ば
と

思
っ
て
い

る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま

す
。

植林　伸洋 議員
メックインダストリーの資本・関連企業の進出は

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長 問

問

問問 問

７社の資本で設立　関連企業の進出
に期待

町
長

問問

問

問

ス
ク
ラ
ッ
プ
ア
ン
ド
ビ
ル

ド
の
成
果
・
評
価
は

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、

引
き
続
き
取
組
む

国
体
２
年
連
続
開
催
に
協

力
体
制
は
十
分
か

協
力
体
制
は
問
題
な
い
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防災・減災，国土強靱化のための３か年緊急対策事業等の
事業期間延長を求める意見書について

発委者：湧水町議会　議会運営委員長　小川　忍

　近年，我が国は豪雨，地震，暴風等，気象の急激な変化に伴い，自然災害の頻発化・激甚化
にさらされている。
　本年７月初旬には，梅雨前線が九州付近に停滞し，気象庁は大雨特別警報を発令，熊本県天
草芦北地方や球磨地方周辺には大型線状降水帯が発生し，熊本県南部を中心に猛烈な雨が降っ
た。球磨川水系では人吉市や球磨村，芦北町，相良村，八代市で氾濫及び堤防等の決壊により
６０名以上の尊い命が奪われた。本町も人吉市からわずか３０km しか離れておらず，暴れ川と
言われる川内川がいつ，豪雨等による氾濫及び堤防の決壊等により被災してもおかしくない現
状である。
　また，今後発生する可能性のある様々な自然災害から，町民の生命や財産を最大限に守るた
めに，道路ネットワークの機能強化をはじめ，河川や堤防の整備，さらに避難所の設置や避難
路の確保など，社会資本の整備が急務である。
　国においては，防災面あるいは国民経済・生活面を支える重要インフラ等の機能維持の観点
から，特に緊急に実施すべきハード・ソフト対策として，平成３０年１２月，防災・減災，国
土強靭化のための３か年緊急対策が取りまとめられ，実施されてきたところであるが，近年の
激甚化する災害状況を鑑みたとき，防災・減災，国土強靭化は，３か年緊急対策期間後も継続
して取り組むべき事項であるとともに，更なる対策の強化が求められる。
　よって，国におかれては，必要となる予算・財源を安定的に確保し，防災・減災，国土強靭
化のための３か年緊急対策事業の期間延長並びに緊急防災・減災事業債制度を恒久化するとと
もに拡充されるよう強く要望する。

上記，意見書を原案のとおり可決し，関係各大臣宛てに提出しました。

新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激な
悪化に対し地方税財源の確保を求める意見書について

発委者：湧水町議会　議会運営委員長　小川　忍

　新型コロナウイルス感染症の拡大は，甚大な経済的・社会的影響をもたらしており，国民生
活への不安が続いている中で，地方税・地方交付税等の一般財源の激減が避けがたくなっている。
　地方自治体は，福祉・医療、教育・子育て，防災・減災，地方創生，地域経済活性化，雇用
対策など喫緊の財政需要への対応をはじめ，長期化する感染症対策にも迫られ，今後の地方財
政は，かつてない厳しい状況になることが予想される。
　よって，国においては，令和３年度地方財政対策及び地方税制改正に向け，下記事項を確実
に実現されるよう，強く要望する。

記
１　地方の安定的な財政運営に必要な地方税，地方交付税等の一般財源総額を確保・充実する

こと。その際，臨時財政対策債が累積することのないよう，発行額の縮減に努めるとともに
償還財源を確保すること。

２　地方交付税については，引き続き財源保障機能と財源調整機能が適切に発揮出来るよう，
総額を確保すること。

３　令和２年度の地方税収が大幅に減少することが予想されることから，万全の減収補填措置
を講じるとともに，減収補填債の対象となる税目についても，地方消費税を含め弾力的に対
応すること。

４　税源の偏在性が小さく，税収が安定的な地方税体系の構築に努めるとともに，国税 ･ 地方
税の政策税制については，積極的な整理合理化を図り，新設・拡充・継続に当たっては，有効性・
緊急性等を厳格に判断すること。

５　特に固定資産税は，市町村の極めて重要な基幹税であり，制度の根幹を揺るがす見直しは，
家屋・償却資産を含め断じて行わないこと。また，新型コロナウイルス感染症緊急経済対策
として講じられた特例措置は，本来国庫補助金等により対応すべきものであり，今回限りの
措置として，期限の到来をもって確実に終了すること。

上記，意見書を原案のとおり可決し，関係各大臣宛てに提出しました。

議員発委

議員発委
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傍聴にお越しください。
 次の定例会は11月下旬開催予定です。
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オバッチョ踊りと磨欲踊り，東
中下場地区で伝承されている郷
土芸能です。この２つの踊りに共
通する人物が，「島津義弘公」で
す。１５９０年～１５９５年の５
年間，松尾城に居城し，ここから

文禄の役に出陣しました。徳川家康が恐れた一人で鬼と呼ばれ
ましたが，愛妻家でもありました。関ヶ原の戦いでは，敵陣の
ド真ん中を突破する「敵中突破」に成功し，「島津の退き口」
と全国に名を轟かせました。敵中突破の際，家康に使者を出し

「ただいま陣頭を通過しま
す（前を通りますよ。）」と
あいさつをした，ボッケモンなのです。

オバッチョ踊りは，１５７２年の木崎原の戦いに由来すると
言われています。１５９２年，義弘公が文禄の役に出陣の時
は，松尾城の麓から米永地区の風呂の岡まで踊り見送ったと言
われています。一方，磨欲踊りは，文禄の役の戦勝を祈願した
と言います。勝栗神社で舞われ，昭和２０年に途絶えた磨欲踊
りは，平成２８年，東中下場地区の人々によって７１年ぶりに
復活し披露されました。　　　　　　　　　　（植林　伸洋）

東中下場地区

議  会  の  主  な  動  き

（オバッチョ踊り）

（磨欲踊）

地域だより

月 日 曜日 議会の動き

７　
　
　
　
　

月

1 水 ・広報編集委員会
2 木 ・監査委員決算審査（８月２５日まで）
9 木 ・広報編集委員会
10 金 ・議会活性化特別委員会（議員定数対策小委員会）

15 水 ・議会活性化特別委員会
・広報編集委員会

21 火 ・例月出納検査（２２日まで）
22 水 ・広報編集委員会
29 水 ・議会運営委員会
30 木 ・議員全員協議会

31 金 ・令和 2年湧水町議会第 3回臨時会
・議会活性化特別委員会（議員定数対策小委員会）

８　
　

月

3 月 ・各常任委員会
4 火 ・総務民生常任委員会

5 水 ・令和 2年湧水町議会第 3回臨時会　本会議
・県町村議会議長会理事会

6 木 ・姶良・伊佐地区介護保険組合議会定例会

18 火 ・伊佐北姶良火葬場管理組合議会
・伊佐北姶良環境管理組合議会

19 水 ・議会運営委員会

８　

月

20 木
・議員全員協議会
・議会活性化調査特別委員会
・議会活性化特別委員会（開かれた議会小委員会）研修

22 土 ・県民と県議会との意見交換会
「あなたのそばで県議会」

24 月 ・例月出納検査（25日まで）

９　
　
　
　
　
　

月

2 水 ・議会運営委員会
3 木 ・議員全員協議会
4 金 ・令和 2年第３回定例会
10 木 ・本会議
11 金 ・本会議
15 火 ・各常任委員会
17 木 ・決算審査特別委員会
18 金 ・決算審査特別委員会

23 水 ・決算審査特別委員会
・議会活性化特別委員会（議員定数対策小委員会）

24 木 ・決算審査特別委員会
・例月出納検査（２５日まで）

25 金 ・決算審査特別委員会
・議会活性化等調査特別委員会

30 水 ・本会議


